
大口町は、4月1日に 
町制50周年を迎えました 

昔も現在も未来もずっと 
　愛があふれる　みんなの大口 

い ま 
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6
月
定
例
会
 

6
月
定
例
会
 

5月臨時議会で新たな議会人事が決定 �

暴力団排除条例を制定 �

さくら咲く基金条例を制定 �

ジェネリックで医療費適正化を �

新ごみ処理施設建設は大丈夫か 
（一般質問） 

（一般質問） ��、��
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5
月
の
臨
時
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
皆
様
方
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
の
要
職

に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
特
に
今
年
は
、
町

制
５０
周
年
と
い
う
節
目
と
な

る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

重
責
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
 

　
議
長
と
い
う
職
責
を
引
き

受
け
た
以
上
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
し
、
大
口
町
の

発
展
と
町
民
の
福
祉
の
向
上

に
尽
力
し
て
ま
い
る
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
現
在
の
大
口
町
は
、
先
人

の
皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
苦

労
に
よ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
状
況
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
議

員
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
初
心
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
積
極
的
に

参
加
し
、
一
人
で
も
多
く
の

方
と
接
し
、
そ
の
お
声
を
町

制
に
反
映
す
べ
く
努
力
す
る

と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
議
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

　
大
口
町
は
、
ご
み
処
理
問

題
を
は
じ
め
、
難
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
 

　
前
議
長
の
倉
知
敏
美
さ
ん
、

前
副
議
長
の
丹
羽
　
勉
さ
ん

は
じ
め
皆
さ
ん
の
総
力
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
そ
う
し
た
課
題
を
、
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ

な
立
場
を
超
え
て
、
討
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
木
野
議
長
を
補
佐

す
る
立
場
で
こ
の
職
責
を
務

め
て
い
き
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
5
月
11
日
の
臨
時
会
で
平
成
24
年
度
の

議
会
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、
副

議
長
を
選
び
、
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
各

種
委
員
会
等
の
構
成
を
見
直
し
ま
し
た
。
 

副議長　吉 田 　正 
当選5回 

（日本共産党大口町議団） 
50歳　余野 

議長　木 野 春 徳 
当選3回（大政クラブ） 

58歳　中小口 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

議
長
に
木
野
春
徳
、副
議
長
に
吉
田
　
正
を
選
出
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

誠
心
誠
意
、全
力
を
尽
く
す
 

立
場
の
違
い
を
越
え
て
討
議
し
、課
題
解
決
を
 

はる ゆき 

べ
ん
 
た
つ
 

おおぐち議会だより　No.191
平成  24年8月1日発行  2



委員長　宮田和美　　副委員長　丹羽　孝 

吉田　正　　柘植　満　　前田新生 

齊木一三　　酒井闊治　　倉知敏美 

地域協働部・建設部・総務部・会計管理者の 
所管事項の調査、条例、予算などの審査をします。 

定数　8人 

総 務 建 設 常 任 委 員 会  

委員長　丹羽　勉　　副委員長　伊藤　浩 

江幡満世志　大島保憲　　岡　孝夫 

土田　進　　木野春徳　　　　　　 

健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例、 
予算などの審査をします。 

定数　7人 

文 教 福 祉 常 任 委 員 会  

委員長　倉知敏美　　副委員長　酒井闊治 

吉田　正　　柘植　満　　岡　孝夫 

齊木一三　　宮田和美　　丹羽　勉 

議会運営や議長の諮問に関する事項を協議します。 

定数　8人 

議 会 運 営 委 員 会  

委員長　丹羽　孝　　副委員長　岡　孝夫 

江幡満世志　伊藤　浩　　土田　進　　宮田和美 

新しい視点や発想で、議会だよりの編集発行を 
協議します。 

定数　6人 

議 会 広 報 常 任 委 員 会  

委員長　齊木一三　　副委員長　柘植　満 

江幡満世志　　吉田　正　　　伊藤　浩 

前田新生　　　大島保憲　　　丹羽　孝 

岡　孝夫　　　土田　進　　　酒井闊治 

宮田和美　　　丹羽　勉　　　木野春徳 

倉知敏美　　　　　　　　　　　　　　 

議会改革に関する事項を協議します。 

定数　15人 

議会基本条例検討特別委員会 
齊木一三 

議 会 選 出 監 査 委 員  

委員長　土田　進　　副委員長　丹羽　勉 

吉田　正　　岡　孝夫　　齊木一三 

酒井闊治　　木野春徳　　倉知敏美 

南小学校の建設に関する事項を調査します。 

定数　8人 

南小学校建設特別委員会  

江幡満世志　　伊藤　浩　　前田新生 

齊木一三　　　倉知敏美 

丹 羽 広 域 事 務 組 合 議 員  

柘植　満　　岡　孝夫　　宮田和美 

江 南 丹 羽 環 境 管 理 組 合 議 員  

丹羽　孝　　酒井闊治　　丹羽　勉 

愛 北 広 域 事 務 組 合 議 会 議 員  

吉田　正 

尾張農業共済事務組合議会議員  

伊藤　浩　7月30日より土田　進 

尾 張 水 害 予 防 組 合 会 議 員  
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問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 問 □ 

南小学校第3工区と第4工区の完成イメージ図 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ
近
隣
市
町
の
制
定
状
況

は
ど
う
か
。
 

 今
回
の
6
月
議
会
で
、

江
南
署
管
内
の
江
南
市
、
岩

倉
市
と
一
緒
に
制
定
を
計
画

し
て
い
る
。
 

暴
力
団
員
は
、
全
国
に

構
成
員
、
準
構
成
員
含
め
て

8
万
人
以
上
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
 

町
内
で
は
、
暴
力
団
員
は

何
人
い
る
の
か
。
 

 人
数
は
、
把
握
し
て
い

な
い
。
 

 公
営
住
宅
で
は
す
で
に

暴
力
団
員
を
排
除
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
が
、
公
の

施
設
で
指
定
管
理
者
に
委
ね

て
い
る
場
合
、
暴
力
団
と
わ

か
っ
た
段
階
で
取
り
消
し
が

で
き
る
よ
う
な
法
整
備
は
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
。
 

 今
後
検
討
し
て
い
く
。
 

 第
5
条
で
「
町
民
は
協

力
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
事
業
所
は
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
こ
の
表

現
の
違
い
は
何
か
。
 

 本
条
例
は
、
暴
力
団
を

規
制
す
る
よ
り
も
、
住
民
へ

の
周
知
を
規
定
す
る
も
の
で
、

暴
力
団
へ
の
金
品
な
ど
の
譲

与
（
提
供
）
を
な
く
す
の
が

目
的
で
あ
る
た
め
、
住
民
よ

り
事
業
者
の
方
へ
の
意
味
合

い
を
強
く
し
た
表
現
と
な
っ

て
い
る
。
 

な
お
、
金
品
の
要
求
は
、

刑
法
対
象
に
な
っ
て
く
る
の

で
、
本
条
例
と
は
違
う
対
象

と
し
て
取
締
り
さ
れ
る
。
 

▼
南
小
学
校
新
築
工
事
請
負

契
約
（
第
3
工
区
／
プ
ー
ル

及
び
プ
ー
ル
付
属
棟
な
ど
）
 

落
札
業
者
は
、
最
低
制

限
価
格
と
同
額
で
あ
っ
た
。

か
な
り
他
の
業
者
の
金
額
と

開
き
が
あ
る
が
、
そ
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
予
定
価
格

は
設
計
価
格
の
ど
れ
く
ら
い

で
あ
っ
た
か
。
 

 予
定
価
格
は
、
設
計
金

額
の
９９
％
で
設
定
さ
れ
、
最

低
制
限
価
格
は
、
予
定
価
格

の
７５
%
で
落
札
さ
れ
た
。
 

全
体
を
見
る
と
、
一
般
競

争
入
札
の
目
的
で
あ
る
競
争

原
理
が
働
い
た
結
果
と
考
え

て
い
る
。
 

 

▼
南
小
学
校
新
築
工
事
請
負

契
約
（
第
4
工
区
／
運
動
場
・

遊
具
な
ど
）
 

 同
じ
仕
様
書
な
の
に
、

落
札
価
格
に
6
千
万
円
の
開

き
が
あ
る
が
、
そ
の
見
解
を

問
う
。
 

 一
般
競
争
入
札
で
実
施

し
た
の
で
、
競
争
原
理
が
働

い
た
結
果
と
考
え
て
い
る
。
 

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
 

　
6
月
定
例
会
は
、5
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
提
出
議
案
は
、大
口
町

さ
く
ら
咲
く
基
金
条
例
の
制
定
の
ほ
か
補
正
予
算
な
ど
全
部
で
12
議
案
、1
諮
問
、議
員
提
出
議
案
1
件

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、一
般
会
計
補
正
予
算
、議
員
提
出
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
、他
の
議

案
等
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。一
般
質
問
で
は
、9
人
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
を
し
ま
し
た
。
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南
小
学
校
新
築
工
事
 

関
連
の
契
約
 



問 □ 答 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 

■寄附の申し出者及び寄附額 
福玉精穀倉庫㈱　500万円 
福玉米粒麦㈱　　250万円 
福玉㈱　　　　　250万円 
■寄附の趣旨 
五条川堤の桜保全事業に活用して
いただきたい。 

保全が必要な五条川の桜=6月28日撮影 

町
内
企
業
の
指
定
寄
附

と
町
の
一
般
財
源
を
併
せ
て

基
金
が
制
定
さ
れ
、
桜
保
全

の
た
め
に
あ
り
が
た
い
話
で

あ
る
。
し
か
し
、
桜
は
五
条

川
が
あ
っ
て
の
も
の
で
は
な

い
か
。
寄
附
の
趣
旨
も
あ
ろ

う
が
、
河
川
愛
護
の
視
点
か

ら
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
考

え
て
は
ど
う
か
。
 

 ご
寄
附
の
趣
旨
を
最
大

限
に
尊
重
し
、
当
面
は
桜
の

保
存
を
中
心
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。
 

 

▼
さ
く
ら
咲
く
基
金
積
立
金
 

 さ
く
ら
咲
く
基
金
積
立

金
2
千
3
0
0
万
円
の
内
訳

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

 寄
附
い
た
だ
い
た
1
千

万
円
と
一
般
財
源
か
ら
1
千

3
0
0
万
円
で
あ
る
。
 

 1
千
万
円
の
基
金
の
積

み
立
て
に
は
賛
成
だ
が
、
一

般
財
源
か
ら
1
千
3
0
0
万

円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
疑

問
が
あ
る
。
な
ぜ
、
そ
の
財

源
を
切
り
下
げ
た
福
祉
の
方

に
振
り
分
け
な
い
の
か
。
 

 平
成
１７
年
か
ら
進
め
て

き
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
な
ど

で
事
業
効
果
が
あ
っ
た
分
を

町
の
今
後
の
財
政
運
営
に
見

え
る
形
で
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
福
祉
施
策
の
将
来
を
見

据
え
、
継
続
す
る
た
め
に
一

部
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

▼
地
域
自
治
推
進
事
業
費
 

 事
業
費
が
1
0
0
万
円

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
何
か
。
 

 余
野
区
で
新
し
く
協
働

委
託
を
始
め
る
分
が
５０
万
円

と
こ
れ
ま
で
地
域
で
の
協
働

事
業
に
対
す
る
保
険
料
を
対

象
に
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

そ
の
分
を
合
算
し
、
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。
 

 地
域
自
治
推
進
事
業
の

内
容
は
、
今
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

 ①
学
共
の
施
設
管
理
、

②
ふ
れ
あ
い
事
業
、
③
教
養

推
進
事
業
、
④
か
わ
ら
版
発

行
な
ど
で
き
る
範
囲
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
 

 

  ▼
見
守
り
支
え
合
い
事
業
 

 事
業
費
が
1
6
0
万
円

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
何
か
。
 

 当
初
予
算
で
は
、
昨
年

度
実
施
し
た
大
屋
敷
地
区
と

さ
つ
き
ヶ
丘
地
区
へ
の
委
託

料
と
し
て
２０
万
円
を
計
上
し

た
。
今
年
度
に
は
、
4
地
区

（
豊
田
、
外
坪
、
上
小
口
、

下
小
口
）
で
も
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
1
地
区
４０
万
円

で
計
上
し
た
。
 

質疑あれこれ

    補
正
予
算（
第
2
号
） 

吉
田
　
正
 

　
さ
く
ら
咲
く
基
金
の
制

定
に
は
賛
成
だ
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
1
千
3
0
0

万
円
の
繰
入
金
に
は
疑
問

が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
助
成

券
な
ど
削
減
さ
れ
た
福
祉

を
元
に
戻
し
て
、
桜
を
修

復
す
る
の
が
筋
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
反
対
す
る
。
 

丹
羽
　
孝
 

先
人
の
作
っ
た
五
条
川

の
桜
の
保
全
は
町
の
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
一
般
財

源
か
ら
一
定
額
を
積
み
立

て
、
財
源
を
確
保
し
て
お

く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
補
正
予
算
も

内
容
が
妥
当
で
あ
る
の
で

賛
成
す
る
。
 

さ
く
ら
咲
く
基
金
条
例
の
制
定
 

賛
成
 

反
対
 12 2

討論 
反
対
討
論
 

賛
成
討
論
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補
正
予
算（
第
2
号
） 



一
　
般 

質
　
問 

大

島

保

憲

 

町
で
は
、
平
成
２４

年
度
か
ら
5
か
年

計
画
で
社
会
資
本
総
合
整
備

計
画
を
進
め
る
一
つ
と
し
て
、

行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
な
ど
の
計
画
を
含
ん
で
い

る
が
、
概
要
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
 

  ▼
運
用
シ
ス
テ
ム
 

　
既
存
の
固
定
系
無
線
の
改

善
と
平
成
２２
年
度
に
導
入
し

た
M
C
A
無
線
機
を
移
動
系

無
線
と
し
て
利
用
す
る
。
 

▼
学
共
等
に
屋
外
拡
声
子
局

を
増
設
 

　
地
域
避
難
所
と
し
て
整
備

す
る
学
共
等
に
屋
外
拡
声
子

局
を
増
設
す
る
こ
と
で
、
役

場
の
基
地
局
と
そ
れ
ぞ
れ
の

子
局
が
、
双
方
向
通
信
が
可

能
と
な
る
。
 

▼
移
動
系
無
線
の
整
備
状
況
 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の

M
C
A
無
線
機
を
１５
台
設
置

し
、
2
グ
ル
ー
プ
編
成
で
整

備
し
て
い
る
。
 

▼
戸
別
受
信
機
の
整
備
 

　
町
で
は
、
情
報
伝
達
の
一

番
有
効
な
手
段
は
、
戸
別
受

信
機
と
考
え
て
い
る
。
屋
外

拡
声
子
局
で
全
町
を
カ
バ
ー

す
る
考
え
は
な
い
。
 

　
な
お
、
戸
別
受
信
機
の
入

れ
替
え
は
、
平
成
２７
年
度
ま

で
に
順
次
進
め
て
い
く
。
 

戸
別
受
信
機
の
現

在
の
普
及
率
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
 

平
成
２４

年
4
月

1
日
現
在
で
、
６９
・
5
％
で

あ
る
。
 

隣
接
市
町
と
の
境

に
お
け
る
伝
達
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

隣
接
市

町
で
の

取
り
決
め
や
規
制
な
ど
は
特

に
な
い
が
、
基
本
的
に
は
屋

外
拡
声
器
か
ら
提
供
さ
れ
る

情
報
に
相
違
は
な
い
の
で
、

不
都
合
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
 

大
島 

大
島 

大
島 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

大島保憲  

デジタル防災行政無線の整備計画は 
部長 戸別受信機の入れ替えなど進める 

防災行政無線 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 

■デジタル防災行政無線のイメージ図 

MCA無線とは 
大口町の災害対策用の無線として利用
しているもので、緊急事態が起きたとき
に現場から災害対策本部に連絡する携帯
もしくは車載用無線です。特徴は、同報
（一斉指令）機能、グループ通信機能が
あり、混信に強く、クリアな音質などです。 

屋外拡声子局→ 

←戸別受信機 

一般質問 ここが聞きたい!
9人が質問 
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一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

伊藤　浩  

■その他の質問 
・食物アレルギーの子どもに給食
対策を 

・新学習指導要領導入後の小学校
教育は 

4
月
２３
日
に
京
都

府
亀
岡
市
で
登
校

途
中
に
死
亡
事
故
が
起
き
た
。

こ
の
事
故
後
の
通
学
路
の
再

検
討
は
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

指
摘
さ
れ
た
問
題
点
や
そ
の

対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
 

通
学
路

で
は
、

狭
い
道
路
か
ら
広
い
道
路
へ

出
る
箇
所
や
見
通
し
の
悪
い

箇
所
、
危
険
箇
所
に
教
員
が

立
ち
、
指
導
し
た
。
 

　
ま
た
、
住
民
か
ら
1
か
所

危
険
箇
所
と
し
て
指
摘
を
受

け
、
関
係
す
る
課
と
現
地
確

認
し
た
。
 

路
側
帯
が
あ
る
通

学
路
内
側
の
グ
リ

ー
ン
塗
装
の
役
割
と
設
置
基

準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
 

路
側
帯
の
グ

リ
ー
ン
塗
装

は
、
幅
員
が
広
く
車
両
の
速

度
が
出
や
す
い
路
線
で
、
歩

行
者
が
多
い
と
こ
ろ
に
施
工

し
て
い
る
。
 

　
目
的
は
、
視
覚
的
に
車
道

幅
を
狭
く
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
通
過
車
両
の
速
度
を
抑

制
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
町
の
設
置
基
準
は
、
道
路

幅
員
が
5
・
5
m
以
上
で
、

1
m
以
上
の
路
側
帯
が
確
保

で
き
る
の
が
条
件
で
あ
る
。
 

安
全
確
保
の
た
め
、

す
で
に
町
に
配
備

さ
れ
て
い
る
簡
易
測
定
器
を

現
在
活
用
し
て
い
る
か
。
 

保
育
園

関
係
は
、

5
月
２９
日
、
簡
易
測
定
器
で
、

数
品
目
を
測
定
し
た
が
、
異

常
値
は
見
ら
れ
ず
、
測
定
数

値
に
は
問
題
が
な
か
っ
た
。
 

　
ま
た
、
市
場
に
出
回
っ
て

い
る
食
材
に
つ
い
て
は
、
安

全
確
認
が
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
市
場
で
流
通
し

て
い
な
い
食
材
を
中
心
に
簡

易
測
定
器
に
よ
る
測
定
を
不

定
期
に
実
施
し
て
い
く
。
 

学
校
関

係
は
、

5
月
２９
日
、
簡
易
測
定
器
で
、

3
品
目
の
野
菜
を
測
定
し
た

が
、
異
常
値
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
 

万
一
、
基
準
値
を

超
え
た
場
合
の
町

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。
 

大
前
提

と
し
て
、

基
準
値
を
超
え
た
も
の
は
、

入
荷
し
な
い
。
時
間
が
あ
る

場
合
は
、
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

変
更
し
て
該
当
食
材
を
使
用

し
な
い
。
 

　
ま
た
、
急
な
情
報
で
あ
れ

ば
、
そ
の
も
の
自
体
を
使
用

し
な
い
。
万
一
使
用
し
た
場

合
は
、
使
用
さ
れ
た
副
食
す

べ
て
を
廃
棄
す
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

建
設
部
長 

放射性セシウム測定の実態は 
部長 簡易測定では異常なし 

給食の安全確保 

亀
岡
市
の
事
故
報
道
を
受
け
て
町
の
対
応
は
 

部
長 

教
員
の
指
導
と
関
係
す
る
課
で
対
応 

登
下
校
の
安
全
対
策 
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酒井闊治  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

闊

治

 

玄
関
ホ
ー
ル
は
、

開
放
感
が
あ
る
が
、

何
か
暗
く
、
巡
回
バ
ス
関
連

の
も
の
が
無
造
作
に
置
か
れ
、

表
彰
状
の
展
示
も
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
と
き
ど
き
物
品

の
販
売
を
し
て
い
る
こ
と
も

理
解
に
苦
し
む
。
来
庁
者
に

対
す
る
「
お
も
て
な
し
」
を

考
え
る
必
要
は
な
い
か
。
 

役
場
庁
舎
は
、

築
４０
年
が
経

過
す
る
た
め
、
近
隣
の
新
し

い
庁
舎
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
異

な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
 

　
来
庁
さ
れ
る
方
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
植
栽
を
設

置
す
る
な
ど
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
を
有
効
活
用
し
、
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
節
電
対
策
の
た
め

照
明
の
一
部
を
消
灯
し
て
い

る
。
 

町
の
顔
と
も
い
え

る
玄
関
ホ
ー
ル
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
町
長
の
所

見
を
問
う
。
 

総
務
部
長
が
答
え

た
と
お
り
だ
が
、

賞
状
の
掲
出
や
巡
回
バ
ス
の

啓
発
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、

物
品
の
販
売
は
多
分
「
ぼ
か

し
」
の
販
売
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
個
々
に
目
的
、
目
標
が

あ
り
、
考
え
方
を
も
っ
て
掲

出
等
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
回
、
一
般
質
問
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の

見
ら
れ
る
角
度
と
若
干
違
う

と
考
え
ら
れ
る
。
 

名
鉄
の
駅
全
体
で

も
乗
降
客
の
多
い

部
類
の
柏
森
駅
。
そ
の
南
出

口
は
、
大
口
町
の
玄
関
で
も

あ
る
。
役
場
の
玄
関
ホ
ー
ル

同
様
、
現
在
の
伝
言
、
案
内

板
は
い
か
が
な
も
の
か
。
も

っ
と
町
の
施
設
な
ど
P
R
し

て
は
ど
う
か
。
 

柏
森
駅
の
大

口
町
広
報
掲

示
板
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
案
内
や
巡
回
バ
ス
の
利
用

案
内
等
の
広
報
掲
示
板
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
と
検
討
し
た
が
、
施
設
案

内
図
を
掲
示
す
る
と
、
ス
ペ

ー
ス
上
、
他
の
お
知
ら
せ
が

で
き
な
く
な
る
の
で
、
現
状

の
ま
ま
有
効
活
用
し
て
い
く
。
 

酒
井 

酒
井 

町
長 

酒
井 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

役場の玄関ホールを見直しては 
町長 個々に目的、目標を持ってやっている 

ぼかしとは 
ぼかし肥料とも呼ばれ、有機
肥料を微生物によって発酵させ
て肥効を穏やかにししたもので
す。 

■その他の質問 
・国道41号線に大口町の案内
看板を 

も
っ
と
町
の
P
R
を
し
て
は
 

部
長 

現
状
の
ま
ま
有
効
活
用
す
る
 

柏
森
駅
の
大
口
町
広
報
掲
示
板 

柏森駅の大口町広報掲示板=6月29日撮影 
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国
保
制
度
を
よ
り

安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
効
果
的

な
医
療
適
正
化
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
と
同
じ
成
分
で
、
薬
代

の
負
担
軽
減
に
な
る
。
 

利
用
す
る
と
安
く
な
る
と
い

う
「
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
」

の
取
り
組
み
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
 

 

ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク

医
薬
品
は
、
国
保
医
療
費
の

適
正
化
に
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
お
り
、
保
険
証
の
一

斉
更
新
時
の
7
月
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
な
ど
、

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
 

　
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
は
、

平
成
２４
年
4
月
の
診
療
報
酬

改
定
に
よ
り
、
薬
局
で
同
様

の
も
の
が
発
行
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
状
況
を
み
た

う
え
で
判
断
す
る
。
 

同
一
疾
病
、
同
一

診
療
科
目
で
、
複

数
の
医
療
機
関
へ
受
診
す
る

重
複
受
診
者
や
同
一
月
内
、

同
一
診
療
科
目
に
多
数
回
受

診
す
る
頻
回
受
診
者
へ
の
訪

問
指
導
は
、
医
療
費
適
正
化

へ
の
有
効
な
手
段
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

頻
回
受

診
者
は
、

毎
月
２５
〜
３０
人
ほ
ど
い
る
。
 

　
そ
の
内
訳
は
、
整
形
外
科
・

外
科
へ
の
通
院
が
約
6
割
、

内
科
が
約
3
割
、
精
神
科
が

約
1
割
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
重
複
受
診
者
は
、

毎
月
1
〜
2
人
ほ
ど
で
、
診

療
科
は
、
主
に
内
科
と
な
っ

て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
医
師
会
の
了
解

を
得
た
う
え
で
、
家
庭
訪
問

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

東
日
本
大
震
災
で

は
、
天
井
や
照
明

器
具
、
外
壁
、
内
壁
な
ど
の

「
非
構
造
部
材
」
が
崩
落
し
、

児
童
、
生
徒
が
け
が
を
し
て

い
る
。
学
校
施
設
に
お
け
る

非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
は

実
施
し
て
い
る
か
。
 文

部
科

学
省
が
、

平
成
２２
年
3
月
に
作
成
し
た

「
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に

基
づ
き
、
天
井
、
照
明
器
具
、

窓
ガ
ラ
ス
、
収
納
棚
な
ど
１０

項
目
の
劣
化
状
況
を
目
視
で

点
検
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

特
に
大
き
な
対
策
を
す
べ
き

点
は
な
か
っ
た
が
、
南
小
を

除
く
体
育
館
の
天
井
裏
な
ど

目
視
で
き
な
い
箇
所
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
避
難
施
設
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
対
策
を

考
え
て
い
く
。
 

　
な
お
、
耐
震
点
検
は
昨
年

8
月
に
、
北
・
西
小
学
校
、

大
口
中
学
校
で
実
施
し
た
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

学校施設の非構造部材の耐震点検は 
部長 目視による点検を実施 

防災減災対策 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
を
 

部
長 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る 

■その他の質問 
・BCP（事業継続計画）策定状況は 

国
保
の
医
療
費
適
正
化 

薬によりジェネリック（後発医薬品）の有無
と取扱いの有無がある（写真は薬局で発行さ
れる薬の説明書の一例） 
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宮田和美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

新
施
設
の
稼
動
を

平
成
３０
年
と
し
て

い
る
が
、
実
現
で
き
る
の
か
。
 

平
成
２１

年
１１
月

4
日
の
会
議
で
承
認
さ
れ
た

事
業
計
画
か
ら
遅
れ
て
お
り
、

平
成
３０
年
の
供
用
開
始
は
非

常
に
厳
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。
 

新
施
設
候
補
地
は
、

い
つ
ま
で
に
決
め

れ
ば
間
に
合
う
の
か
。
 

前
述
の

事
業
計

画
で
は
、
事
前
の
環
境
影
響

評
価
に
3
年
、
建
設
工
事
に

3
年
、
合
わ
せ
て
最
低
6
年

ほ
ど
前
に
建
設
予
定
地
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
 

現
在
の
候
補
地
が

決
ま
っ
て
2
年
経

過
す
る
が
、
最
近
の
新
聞
報

道
で
は
、
犬
山
市
長
及
び
江

南
市
長
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
町
長

の
認
識
を
再
度
問
う
。
 

江
南
市
長
が
白
紙

撤
回
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
犬
山
市
の
候
補
地

を
白
紙
撤
回
し
て
江
南
市
に

施
設
を
つ
く
る
と
い
う
話
で

は
な
い
。
 

　
白
紙
撤
回
を
し
た
後
に
、

①
犬
山
市
の
現
候
補
地
を
変

更
す
る
、
②
犬
山
市
を
除
く

扶
桑
町
、
大
口
町
、
江
南
市

の
3
候
補
地
か
ら
新
し
い
候

補
地
を
選
ぶ
、
③
今
決
定
し

て
い
る
犬
山
市
の
現
候
補
地

を
含
め
、
す
べ
て
の
候
補
地

を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
意
味

で
白
紙
撤
回
と
言
っ
て
い
る
。
 

　
つ
ま
り
、
期
限
を
切
っ
て

白
紙
撤
回
し
て
、
さ
ら
に
次

の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と

い
う
主
張
と
理
解
し
て
い
る
。
 

今
年
の
3
月
ま
で

地
元
の
人
た
ち
が

利
用
さ
れ
て
い
た
二
ツ
屋
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
、
4
月
1
日
よ

り
使
用
禁
止
に
な
っ
た
。
そ

の
理
由
は
何
か
。
 

昭
和
５３
年
度

策
定
の
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
堆

肥
製
造
施
設
用
地
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
た
が
、

畜
産
農
家
の
減
少
に
よ
り
、

そ
の
必
要
性
が
薄
れ
、
平
成

5
年
度
に
こ
の
事
業
が
完
了

し
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、

土
地
利
用
計
画
上
、
農
業
用

施
設
用
地
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
利
用
し
続
け
る
こ
と
は

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た

た
め
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
の
利
用
は
考
え
て
い
な

い
。
 

今
後
の
有
効
利
用

は
、
検
討
し
て
い

る
か
。
 

現
在
、
愛
知

県
尾
張
農
林

水
産
事
務
所
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
有
効
な
土
地
利
用
を

検
討
し
て
い
る
。
 

宮
田 

町
長 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

建
設
部
長 

宮
田 

建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

再度、現在の町の認識を問う 
部長 犬山市の候補地の同意に向け努力 

二市二町新広域ごみ処理施設 

跡
地
利
用
は
ど
う
な
る
 

部
長 

有
効
利
用
を
検
討
中
 

二
ツ
屋
グ
ラ
ウ
ン
ド 

一市二町の現有焼却施設（河北地区） 

■その他の質問 
・五条川にかかる橋の管理状況は 
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急
に
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
制
度

を
変
更
し
た
が
、
財
政
上
、

取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
な
の
か
、
変
更
に
至
っ
た

理
由
と
経
緯
を
説
明
し
て
ほ

し
い
。
 

サ
ー
ビ

ス
対
象

者
の
縮
小
の
理
由
は
、
平
成

２３
年
度
に
平
成
２４
年
度
か
ら

の
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計

画
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
策
定
作
業
の
中
で
、
高
齢

者
福
祉
事
業
全
体
を
見
直
し
、

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
改
正

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

議
員
は
、
町
民
の

代
表
と
し
て
声
を

届
け
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 

　
委
員
会
な
ど
、
事
前
に
協

議
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
疑

問
で
あ
る
。
 

　
町
の
見
解
を
問
う
。
 

事
前
の

説
明
不

足
で
申
し
訳
な
い
。
 

こ
れ
ま
で
利
用
し

て
い
た
人
に
、
突

然
所
得
制
限
を
か
け
る
。
最

終
的
に
町
民
に
し
わ
寄
せ
が

行
く
こ
と
が
お
か
し
い
。
 

　
町
民
へ
の
周
知
は
、
必
要

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
 

事
前
の

周
知
は
、

当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
周
知
期
間
を
設
け

た
り
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
 

先
日
、
㈱
愛
北
市

場
の
代
表
取
締
役

と
請
願
書
を
持
っ
て
町
長
に

会
っ
た
が
、
今
後
の
実
現
に

向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
問

う
。
 

請
願
を
い
た
だ
い

た
際
に
は
、
大
口

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

ス
タ
ー
ト
以
降
、
多
く
の
企

業
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

少
し
で
も
公
費
の
負
担
を
少

な
く
す
る
と
い
う
こ
と
を
日
々

の
事
業
の
展
開
の
中
で
考
え

て
き
た
と
い
う
実
情
を
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

の
現
状
を
し
っ
か
り
ご
理
解

い
た
だ
く
中
で
、
私
た
ち
が

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
い
う
趣
旨
も

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

愛北市場へ停留所を設置せよ 
町長 バス事業の現状をご理解いただきたい 

コミュニティバス 

制
度
変
更
は
周
知
さ
れ
た
か
 

部
長 
事
前
の
説
明
不
足
で
申
し
訳
な
い 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス 

要望のあった愛北市場付近=6月29日撮影 

■その他の質問 
・住宅リフォーム助成制度を創設せよ 

・国民健康保険税を値下げせよ 
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丹羽　勉  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

町
民
の
暮
ら
し
の

足
と
し
て
平
成
１５

年
に
始
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
事
業
も
、
１０
年
目
を

迎
え
た
。
補
助
金
が
減
少
し

て
い
く
中
、
町
の
努
力
に
よ

り
運
賃
収
入
、
広
告
収
入
な

ど
の
収
入
を
伸
ば
し
て
い
る

一
方
、
時
刻
表
の
チ
ラ
シ
や

回
数
券
の
印
刷
に
７８
万
円
余

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

チ
ラ
シ
の
余
白
部
分
や
回
数

券
の
裏
に
広
告
を
掲
載
し
て

は
ど
う
か
。
 

研
究
す

る
。
 

町
内
の
一
部
を
小

牧
市
の
バ
ス
が
通

っ
て
お
り
、
小
牧
市
の
バ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
本
町
の

バ
ス
停
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
乗
り
継
ぐ
こ
と
で
、
小

牧
市
民
病
院
ま
で
も
行
け
そ

う
だ
が
、
バ
ス
の
共
同
利
用

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
 

バ
ス
停

を
設
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ダ

イ
ヤ
の
調
整
な
ど
す
れ
ば
、

相
互
利
用
で
広
域
連
携
の
糸

口
が
期
待
で
き
る
。
 

バ
ス
を
み
ん
な
で

支
え
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。
 

広
報
7

月
号
で
、

バ
ス
事
業
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
話
し
合
い
を
予
定
し
て
い

る
。
 

平
成
２１
年
の
機
構

改
革
か
ら
3
年
経

過
す
る
が
、
そ
の
後
の
検
証

は
実
施
し
た
か
。
 

検
証
は
し
て

い
な
い
。
今

後
、
早
急
に
実
施
し
１２
月
ま

で
に
検
証
す
る
。
 

一
つ
の
部
局
に
権

限
が
集
中
す
る
な

ど
弊
害
は
な
い
か
。
 

組
織
改
革
の

際
に
、
政
策

推
進
課
へ
秘
書
・
企
画
・
人

事
・
財
政
を
集
約
す
る
こ
と

は
、
権
限
が
集
中
す
る
と
い

う
指
摘
を
受
け
た
。
 

　
し
か
し
、
決
裁
権
限
は
、

町
長
や
副
町
長
か
ら
事
案
に

よ
り
部
課
長
へ
委
譲
し
て
お

り
、
大
き
な
弊
害
を
生
じ
て

い
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
 

 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

小牧市のバス停を活用しては 
部長 広域連携の糸口を期待できる 

コミュニティバスの利用促進 

大口町の「東海理化前」バス停に近い小牧市の「雉子野」バス停 
=6月29日撮影 

組
織
機
構
改
革
後
の
 

　
　
　
検
証
を
せ
よ
 

部
長 

12
月
ま
で
に
実
施
す
る
 

き じ の 
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南
小
学
校
の
西
側

道
路
の
安
全
対
策

が
不
十
分
と
考
え
る
。
 

　
現
状
把
握
を
し
て
い
る
か
。

交
通
規
制
や
学
校
施
設
と
あ

わ
せ
た
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。
 

本
町
道

は
、
南

小
の
整
備
計
画
の
段
階
で
、

南
側
の
道
路
と
同
様
に
検
討

し
、
現
状
も
把
握
し
て
い
る
。
 　

本
町
道
の
交
通
規
制
は
、

県
道
か
ら
進
入
す
る
際
に
、

「
一
方
通
行
」
、
「
大
型
車

両
進
入
禁
止
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
時
間
帯
に
よ
る
車
両

進
入
規
制
は
な
い
。
 

　
ま
た
、
通
学
路
に
な
っ
て

い
る
が
、
幅
員
が
狭
く
、
道

路
形
態
も
南
小
屋
内
運
動
場

付
近
の
交
差
点
の
手
前
で
折

れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
拡

幅
や
歩
道
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

抜
け
道
に
利
用
す
る
車
の
進

入
を
抑
制
し
、
事
故
防
止
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
拡
幅
等
の
整
備

は
考
え
て
い
な
い
。
 

指
定
管
理
者
制
度

は
、
町
委
託
事
業

の
目
的
で
あ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
適
正

化
な
ど
の
た
め
、
事
業
者
の

業
務
状
況
の
評
価
が
必
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
 

指
定
管

理
者
制

度
で
の
業
務
委
託
に
お
い
て

は
、
大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設

及
び
大
口
町
温
水
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
書

に
よ
り
、
年
度
事
業
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
2
年
分
に
つ

い
て
は
、
事
業
項
目
（
利
用

促
進
・
サ
ー
ビ
ス
・
自
主
事

業
・
施
設
維
持
管
理
・
組
織
・

体
制
・
危
機
管
理
・
財
務
状

況
）
ご
と
に
自
己
評
価
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
自
ら
も
町
内
の
関

係
団
体
で
組
織
し
た
評
価
委

員
会
な
ど
で
改
善
点
を
協
議

し
て
い
る
。
 

　
毎
年
度
提
出
さ
れ
る
事
業

項
目
は
、
生
涯
学
習
課
で
評

価
、
指
導
、
助
言
を
行
っ
て

い
る
。
 

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
指
定

管
理
期
間
の
中
間
年
に
あ
た

り
、
「
大
口
町
公
の
施
設
指

定
管
理
者
評
価
委
員
会
」
に

よ
る
評
価
年
度
で
も
あ
る
の

で
、
第
三
者
に
よ
る
評
価
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

前
田 

前
田 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

前田新生  

一
　
般 

質
　
問 

前

田

新

生

 

事業者の業務状況の評価は 
部長 今年度は第三者評価委員会による評価も予定 

温水プール等の指定管理者 

温水プール=6月29日撮影 

南小学校西側の町道=6月29日撮影 

南
小
学
校
西
側
道
路
の
安
全
対
策
を
 

部
長 
拡
幅
等
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い 
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吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

住
民
の
合
意
な
し

で
二
市
二
町
の
建

設
予
定
地
が
決
ま
っ
た
こ
と

が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
決

定
す
る
過
程
の
中
で
住
民
に

き
ち
ん
と
説
明
し
た
の
か
。
 

　
大
口
町
で
は
、
河
北
地
区

が
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
説

明
が
さ
れ
た
だ
け
で
合
意
が

得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
 

　
ま
ず
、
決
め
方
に
問
題
が

あ
り
、
決
め
方
を
改
め
る
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
所
見

を
問
う
。
 二

市
二
町
の
候
補

地
を
持
ち
寄
る
と

き
に
、
現
有
施
設
が
対
象
に

な
る
の
か
と
い
う
議
論
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
ん

な
中
、
一
市
二
町
の
現
有
施

設
が
町
の
候
補
地
と
し
て
挙

が
り
、
河
北
区
の
上
郷
地
区

の
常
会
と
も
話
し
合
い
、
本

町
の
候
補
地
と
し
て
出
し
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、
各

市
町
よ
り
持
ち
寄
っ
た
候
補

地
に
つ
い
て
第
三
者
的
機
関

で
検
討
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
で
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。
 

　
こ
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ

市
町
か
ら
出
さ
れ
た
地
域
が

了
解
が
得
ら
れ
て
い
た
か
は

知
ら
な
い
が
、
十
分
に
そ
の

と
き
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
 

住
民
参
加
で
ご
み

を
減
ら
す
た
め
に
、

ぜ
ひ
大
口
町
が
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
て
は
ど
う
か
。
 

こ
の
問
題
に
携
わ

る
者
が
、
二
市
二

町
の
枠
組
み
を
越
え
て
本
気

に
な
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
 

　
本
町
と
し
て
は
、
平
成
３０

年
に
現
有
施
設
で
焼
却
さ
せ

な
い
と
い
う
目
的
、
趣
旨
に

沿
っ
て
他
の
首
長
に
話
を
し

て
い
く
。
 

2
月
１４
日
に
1
千

4
0
0
筆
以
上
の

署
名
を
町
長
に
届
け
た
。
署

名
簿
に
つ
い
て
の
町
長
の
所

見
は
ど
う
か
。
 

大
変
多
く
の
方
々

の
ご
要
望
を
お
聞

き
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
バ
ス
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
町
内
に
公
共
交
通
機
関

が
な
い
町
で
「
暮
ら
し
の
足
」

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

す
れ
ば
、
町
単
独
で
の
運
行

は
、
拡
大
の
し
過
ぎ
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
 

お
金
を
つ
く
っ
て

も
や
る
べ
き
施
策

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
近
隣
市
町
と
の
協
力

が
必
要
に
な
る
。
そ
う
い
う

呼
び
か
け
は
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。
町
長
の
見
解
を
問

う
。
 

毎
年
、
尾
北
地
区

交
通
対
策
連
絡
協

議
会
を
通
じ
て
、
布
袋
駅
か

ら
江
南
厚
生
病
院
へ
の
名
鉄

バ
ス
路
線
を
柏
森
ま
で
延
伸

す
る
よ
う
、
県
や
交
通
事
業

者
等
へ
要
望
活
動
を
し
て
い

る
。
 

　
本
町
か
ら
の
路
線
開
設
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
へ
の
呼

び
か
け
は
考
え
て
い
な
い
。
 

　
な
お
、
近
隣
市
町
か
ら
大

口
町
に
協
議
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
参
加
す
る
。
 

吉
田 

吉
田 

町
長 

町
長 

町
長 

町
長 

吉
田 

吉
田 

本町がイニシアチブをとっては 
町長 現有施設で焼却させない趣旨で進める 

二市二町新広域ごみ処理施設 

■その他の質問 
・障がい者ぐらい無料にならないか。 
（温水プール、トレーニングセンター） 

・おばあちゃんも心配　子ども・子育て新システム 

・砂利採取を行えないよう、地下水保全条例の見直しを 

江
南
厚
生
病
院
ま
で
走
ら
せ
て
 

町
長 

町
単
独
で
の
運
行
は
拡
大
の
し
過
ぎ
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 
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今回の議会だよりで話題となったキーワードです。 
○に適切なことばを入れてください。 

①平成24年5月の臨時議会で○○議員が議長になりました。 

②暴力団排除条例は、暴力団を規制するよりも、暴力団への金品などの○○をなくすのが目的である。 

③さくら咲く基金条例は、町内企業から○千万円の寄附を受け制定しました。 

④今回の補正予算で認められた「高齢者見守り支えあい事業」の地区は、豊田区、○○区、上小口区、
下小口区の4地区です。 

⑤二市二町新広域ごみ処理施設の供用開始は、平成○○年の予定です。 
答えは、次のページです。 

採
択
し
、意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
 

◇
年
金
2
・
5
％
の
削
減
を
や
め
る
よ
う
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
 

 

（
採
択
１０
人
、
不
採
択
4
人
）
 

（
提
出
者
）
 

　
全
日
本
年
金
者
組
合
愛
知
県
本
部
大
口
支
部
 

　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
田
中
紀
子
 

（
紹
介
議
員
）
江
幡
満
世
志
、
吉
田
　
正
 

【
意
見
書
の
提
出
先
】
 

　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
 

　
厚
生
労
働
大
臣
 

請願 

大
口
中
学
校
 

校
舎
木
製
ル
ー
バ
ー
塗
装
等
工
事
 

当
初
予
算
額
の
７５
%
で
落
札
 

南
小
新
築
工
事（
プ
ー
ル
、運
動
場
他
） 

の
契
約
を
議
決
 

　
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
大
口
中
学
校
の
校
舎
木
製

ル
ー
バ
ー
塗
装
等
工
事
の
入

札
が
6
月
２１
日
に
執
行
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。
 

【プール及び付属棟、体育倉庫 
（第3工区）】 

■契約金額 

　金1億4859万4950円 

■契約の相手方 

　榊原建設株式会社（一宮市） 

 

【運動場、遊具、築山、駐車場、 
旧プール解体等（第4工区）】 

■契約金額 

　金1億6590万円 

■契約の相手方 

　丸周建設株式会社（大口町） 

■落札金額 

　金1230万9000円 

■落札者 

　松岡建設株式会社 

大口営業所 

■当初予算額 

　金1820万4000円 

　2人の新メンバーを迎え、新しい発想を取り入れ
ながら、より分かりやすい紙面づくりに努めていき
ます。 

私たちが議会広報を編集します 

つき やま 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 木
野
春
徳 

 

丹
羽
　
孝 

岡
　
孝
夫 

江
幡
満
世
志 

伊
藤
　
浩 

土
田
　
進 

宮
田
和
美 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

グラウンドゴルフ　大好き!

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

9月 5日（水）　提案説明 
9月10日（月）　質疑 
9月11日（火）　質疑・委員会付託 
9月13日（木）　文教福祉常任委員会 
9月18日（火）　総務建設常任委員会 
9月20日（木）　一般質問 
9月21日（金）　一般質問 
9月25日（火）　討論・採決 

表紙の写真 
本町で開催された第45回日本女
子ソフトボールリーグ2部。㈱東
海理化チームも善戦！ソフトボー
ルといっても硬球そのもの。一球
入魂の迫力もあり、バットに当たっ
た瞬間は見ごたえがありました。 
=5月26日総合運動場で 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

6 月
定
例
会
 N
o.1
9
1

平
成
2
4
年
8
月
1
日
 

議
会
だ
よ
り
 

地域の高齢者が早朝よりレッツ グラウンドゴルフ 

余野グラウンドゴルフ同好会の活動を紹介します 

前ページのクイズの答え 
①木野 ②譲与（「提供」も可） 
③1 ④外坪 ⑤30

取材を終えて 
　毎回の参加人数が50人前後で、ご夫婦での
参加も目立ちました。多くの参加者が、お元
気で和気あいあいとプレーしてみえる姿に元
気の源を感じました。　　　　　（伊藤　浩） 

♪　同好会の特色は？ 

　毎月最初の活動日
には、全会員が開始
30分前に集まり、
余野中央公園の除草
や清掃をしています。 
　西小学校の3年生
と年12回、1回45分
間のグラウンドゴル
フを通じて交流を深
めています。 
 
♪　会員数は？ 

　62人です。 
 
♪　活動日や年間活動回数は？ 

　活動日は、毎週月曜日と金
曜日の週2回です。年間では、
練習日や大会参加もあるので
100回程度になります。 
 
♪　練習メニューを教えて？ 

　グラウンド整備・清掃　→　ラジオ体操　→
会長あいさつ　→　8班に分かれて16ホールの
練習を2回　→　後片付け、ごみ持ち帰り 

 

♪　楽しみや醍醐味は？ 

　多くの会員とのふれあ
いや練習後のおしゃべり
が何よりも楽しみ。 
　醍醐味は、何と言って
もホールインワンをした
ときや長いパットが入っ
たときです。 
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